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基本方針 
 ●道南の基幹病院として急性期医療に取り組みます。 

 ●断らない救急医療を実践し、住民の信頼と期待に応えます。 

 ●総合周産期母子医療センター及び北海道がん診療連携指定病院として 

   高度で専門的な医療を提供します。 

 ●「患者さまの権利」を尊重し、安心で安全なチーム医療を実践します。 

 ●医療環境の発展と充実のため、地域の行政・医療機関との連携を強化します。 

 ●ワークライフバランスに配慮した職場環境づくりと人材育成に力を入れます。 

【患者さまの権利】 
 ・安全で良質な医療を平等に受ける権利 
 ・自らが受けている医療について、十分な説明を受け、知る権利 
 ・セカンドオピニオンを求める権利 
 ・自らが受ける医療に参加し自己決定する権利 
 ・個人のプライバシーが守られる権利 
 ・個人として常にその人格、価値観が尊重される権利 
 
【患者さまの義務】 
 ・自らの健康状態を医療者にできるだけ正確に知らせる義務 
 ・医療者の説明や自らの疾病状態の理解に努める義務 
 ・病院の規則や医療者の指示に従い、医療に参加・協力する義務 
 ・他の患者さまの治療や医療者の業務に支障をきたさない義務 
 ・受けた診療に対し、医療費を支払う義務 

総合周産期母子医療センター、北海道がん診療連携指定病院、小児がん連携病院（類型3）、北海道小児地域医療センター、 

日本医療機能評価機構認定施設、卒後臨床研修評価機構 認定病院 

手術支援ロボット「Da Vinci」は、レオナ
ルド・ダ・ヴィンチにちなんで名づけられ
ました。ルネサンス期の芸術家として広
く知られている彼ですが、人体解剖学も
大きく発展させたようです。機械工学に
も強い関心を持ち、1495年頃には、「レ
オナルドのロボット」と呼ばれる、初期の
人型自動機械を設計したそうです。 
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１．手術支援ロボット 「Da Vinci」 導入 

 写真のロボットは、手術支援ロボットの「Da Vinci (ダ・ヴィンチ)」です。当院でも、昨年
の12月に導入が完了しました。 

 
このロボットでは、手術部位を鮮明な3D映像で見ることができるほか、手ブレを補正し、狭

い場所でも自由な角度で器具を動かせます。そのため、より正確で安定した手術ができ、体へ
の負担を減らすことが期待されています。ロボットを使った手術では、出血が少なく、傷口も
小さくできることが多いため、回復が早いのが特徴です。患者さんの痛みや入院期間を少なく
することにもつながります。 

 
現在は主に泌尿器科や外科の手術で活用しており、今後は婦人科の手術にも対応を予定して

います。手術を検討されている方は、ぜひ治療の選択肢の一つとして当院にご相談ください。 

操作器 

Da Vinci 
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２．心理検査ってどんなもの？ 子どもを中心に考える視点から 

偶数月最終週発行 発行責任者：金山 雅弘  函館中央病院（住所：函館市本町33番2号 ℡：0138-52-1231） 

子どもに行う心理検査には、知能検査や発
達検査など、子どもの発達や得意・不得意の
特徴を知るためのさまざまな方法があります。
「検査」と聞くと、血液検査やレントゲンの
ようなものを思い浮かべる方もいるかもしれ
ません。しかし、子どもの心理検査は少し違
い、子どもが検査者と一対一でやりとりをし
ながら進められるものです。特に小さな子ど
もの場合、クイズやパズルのように遊びに近
い感覚で取り組めることもあります。 
 
検査ではまず、子どもが安心できるように

ラポール（信頼関係）を築くことが大切です。
初めて会う大人と向き合うのは、どの子に
とっても緊張するものです。検査者が「これ
からこんな流れで進むよ」と事前に見通しを
伝え、子どもが状況を理解しやすいように説
明することで、「ここなら大丈夫」と感じら
れる環境を整えていきます。こうした安心感
が、子どもが力を発揮するための第一歩にな
ります。 

こども子育て支援室 
臨床心理士（公認心理師) 

村梶 夏希 

心理検査は子どもに負担がかかりすぎないよう工夫されていますが、普段とは違う
環境で過ごすこと自体が疲れや不安につながることもあります。保育園や学校のあと
では集中が続かない場合もあるため、あらかじめ休息を十分にとったり、落ち着いて
取り組める時間帯を選んだりする配慮があると、子どもがもつ力をより自然に発揮し
やすくなります。 

 
検査の結果として、IQ（知能指数）や発達年齢といった数値が示されることがあり

ますが、これらは子どもを評価するための「レッテル」ではありません。むしろ、そ
の子に合ったサポートの方向性を考えるための手がかりとして活用されるものです。
大切なのは数値そのものではなく、「この子がより安心して過ごすには何が必要か」
を考える姿勢です。 

 
心理検査は、子どものもつ力を深く理解し、よりよい環境や支援につなげるための

入口です。子どもが今困っていることや心配なこと、サポートのために知りたいこと
をふまえ、検査の目的や必要性を専門機関と相談しながら進めていくことが大切です。 

 

※今月号の背景：梅（ロイヤリティーフリー pixabay より） 
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３．健康管理センターからのお知らせ ～各種健診 Web申し込み24時間受付中～ 

偶数月最終週発行 発行責任者：金山 雅弘  函館中央病院（住所：函館市本町33番2号 ℡：0138-52-1231） 


